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旧
安
佐
市
民
病
院
南
館
跡
地（
安
佐
北
区

可
部
南
）に
建
設
さ
れ
た「
広
島
市
北
部
地

区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、北
部
給
食

セ
ン
タ
ー
）が
２
０
２
６
年
１
月
７
日
に
稼

働
し
ま
し
た
。

北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
伴
い
、残
食

率
の
高
さ
な
ど
が
懸
案
だ
っ
た「
選
択
制
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
」の
解
消
が
進
む
こ
と
で
、学

校
給
食
の一層
の
充
実
が
期
待
で
き
ま
す
。

北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
は
最
大
１
２
，０
０
０

食
を
提
供
で
き
る
能
力
を
備
え
て
い
ま
す
。

稼
働
初
年
度
、北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配

食
さ
れ
る
安
佐
南
区
内
の
学
校
は
、小
学
校

が
川
内
、八
木
の
２
校
、中
学
校
は
安
佐
、安

佐
南
、城
山
北
の
３
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

城
南
中
、東
原
中
な
ど
５
つ
の
小
・
中
学
校

は
来
年
度
以
降
、順
次
配
食
が
始
ま
る
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
〜
２
０
２
３
年
頃
の„
コ
ロ
ナ
禍
“

を
経
て
、食
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
ま

す
。「
医
食
同
源
」と

い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、健
康
は
食

事
か
ら
と
い
う
考

え
が
普
遍
的
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
言

え
ま
す
。例
え
ば
、

ス
ー
パ
ー
の
食
料

品
売
り
場
に
は
、有

機
栽
培
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
や
、生
産
者
の

顔
が
見
え
る
も
の
が
、所
せ
ま
し
と
並
ん
で

い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が
日
頃
、

口
に
す
る
給
食
に
対
し
て
も
同
様
で
、保
護

者
の
皆
様
の
関
心
事
は
、„
質
“に
向
か
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
腹
が
い
っ
ぱ
い
に

な
れ
ば
い
い
」「
質
よ
り
量
」と
い
う
時
代
で

は
な
い
と
言
え
ま
す
。

広
島
市
は
、（
Q
1
）食
育
の
重
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、小
学
校
の
給
食
で
は
、地
元
で

採
れ
た
食
材
を
積
極
的
に
利
用
す
る
な
ど

の
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、「
祇
園

パ
セ
リ
」で
有
名
な
祇
園
地
区
で
は
、祇
園

小
学
校
で
自
家
製
の
祇
園
パ
セ
リ
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、広
島
菜
の
産
地
で

あ
る
川
内
地
区
で
は
、川
内
小
学
校
の
メ

ニ
ュ
ー
に
登
場
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、食
や
農
業
へ
の

興
味
関
心
を
深
め
る
だ
け
で
は
な
く
、郷

土
愛
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
、た
い
へ
ん

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。広
島
市
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
健

や
か
に
成
長
す
る
た

め
、ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
の

両
面
で„
食
“を
支
え
て

参
り
ま
す
。

インクルーシブ(inclusive)とは、「すべてを含む」
「包括的な」という意味を持つ言葉です。障害の
有無や身体能力、年齢、国籍などに関わらず、
誰もが一緒に楽しめるように設計された遊具の
ことで、スロープを設置するなどの様々な工夫
や配慮が施されているのが特徴といえます。

インクルーシブ遊具ってなに？

生活や遊びなどを通じて、「食」の知識やバラン
スの良い「食」を選択する力、健全な食生活を
送る力を育むことです。食を楽しむ、自然に感
謝する、食文化を学ぶといった取り組みがあり
ます。「食育基本法」は、食育を推進する上での
国や自治体の責務などを定めています。

「食育」とは何ですか？

LRTとは「ライト・レール・トランジット」の略で、
次世代型路面電車システムと訳されています。
主に低床型の路面電車を使い、都心部の渋滞
緩和、コンパクトシティ化の効果が期待されて
います。日本では、2006年に富山市で、2023年
に宇都宮市で開業しています。

LRTとは何ですか？

消防組織法に基づく市町村の消防組織です。全
国で78万人程度います（2022年4月1日現在）。
消防団員は他に本業を持つ一方、権限と責任
を持つ非常勤特別職公務員としての身分を持
ちます。火災や災害時には要救助者の検索や
現場の警戒、給水活動などに従事します。

「消防団」が知りたいです

常任委員会は、本会議の下審査的機関として設
けられ、担当部門の議案などを専門的に審査し
ています。

特別委員会は、特定のテーマを審査するため
に設けられる委員会です。

「常任委員会」と「特別委員会」を
教えてください。

主な対策は、①適切な管理の促進②利活用、流
通の促進――があります。①は、空き家が倒壊
するなど周辺に害悪を及ぼさないよう、所有者
に指導等をするものです。②は、不動産業界と
連携したセミナーの開催や所有者への補助事
業で空き家の利活用や流通を促します。

広島市の空き家対策を教えて

Q1は

■ 公式HPの活動報告から会報誌をダウンロードしてお読みいただけます。この市政報告は、自由民主党・市民クラブの承認を得て発行しています。　
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島
市
北
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学
校
給
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セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
の
充
実
へ
高
ま
る
期
待
感

２
０
２
６
年
１
月

稼
働



宇都宮市のLRT

来年度整備予定の現場

祇園小で開催された消防教室

今年度整備された現場

仙台市旧荒浜小学校
世田谷区の空き家対策
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広
島
市
議
会
に
は
、経
済
観
光
環
境
や
建

設
、こ
ど
も
文
教
な
ど
６
つ
の（
Q
2
）常
任

委
員
会（
任
期
１
年
）と
安
心
・
社
会
づ
く

り
な
ど
の（
Q
2
）特
別
委
員
会（
任
期
２

年
）が
あ
り
、年
１
回
、県
内
外
で
視
察
を

実
施
し
ま
す
。今
年
度
、私
は
経
済
観
光

環
境
委
員
会（
委
員
長
）、安
心
・
社
会
づ

く
り
特
別
委
員
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｏ
Ｌ
27
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
を
報
告

し
ま
す
。

1
経
済
観
光
環
境
委
員
会

•
県
外
視
察 

11
月
12
〜
14
日

　
　
　
　
　

宇
都
宮
市
、川
崎
市
な
ど

①（
Q
3
）L
R
T（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
）②
A
I
に
よ
る
観
光
情
報

提
供
③
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
④
有
機
農
業
―
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、２
０
２
３
年
８
月
に

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
業
し
た「
宇
都
宮

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」に
乗
車
し
、輸
送
力
や

利
便
性
な
ど
を
実
感
し
ま
し
た
。ま
た
使

用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
は
、「
株
式
会
社 

Ｊ
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
」（
川
崎
市
）で
、リ
サ
イ
ク
ル
の

工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。ど
の
取
り
組
み

も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
す
。広
島

市
に
取
り
入
れ
、市
民
生
活
の
向
上
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

•
市
内
視
察 

８
月
１９
日

「
株
式
会
社 

ダ
イ
ヤ
エ
コ
テ
ッ
ク
広
島
」な
ど

「
株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
エ
コ
テ
ッ
ク
広
島
」

（
以
下
、「
ダ
イ
ヤ
社
」、中
区
江
波
沖
町
）

と
再
整
備
事
業
が
進
む「
広
島
競
輪
場
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

「
ダ
イ
ヤ
社
」は
、広
島
市
全
域
で
収
集
さ

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
選
別
、圧
縮
、梱
包
し
、再
商
品

化
事
業
者
に
引
き
渡
す
と
い
っ
た
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

引
き
渡
し
量
に
応
じ
て
広
島
市
に
ペ
ッ
ト

有
償
拠
出
金
が
入
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、年
間
約
1
億
数
千
万
円
が
配
分
さ
れ

て
い
ま
す
。広
島
市
に
と
っ
て
、貴
重
な
財

源
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ラ
ベ
ル
や
フ
タ
が
付
い

た
ま
ま
だ
と
作
業
効
率
が
下
が
り
、引
き

渡
し
量
も
減
り
ま
す
。つ
ま
り
、有
償
拠

出
金（
収
入
）が
減
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
回
、「
ダ
イ
ヤ
社
」を
視
察
し
た
こ
と
で
、

各
家
庭
が
き
ち
ん
と
分
別
す
る
こ
と
、さ

ら
に
、ラ
ベ
ル
を
は
が
し
フ
タ
を
取
っ
て

ご
み
を
出
す
こ
と
、さ
ら
に
は
、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
ト
レ
ー
は
で
き
る
だ
け
洗
っ
て
出

す
と
い
っ
た
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。

2
安
心
・
社
会
づ
く
り
特
別
委
員
会

•
県
外
視
察 

1
月
27
〜
29
日

　
　
　
　

仙
台
市
、世
田
谷
区
、金
沢
市

安
心・社
会
づ
く
り
特
別
委
員
会
は
１
月

２７
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
県
外
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
視
察
で
は
、仙
台
市
、東
京
都
世
田
谷

区
、金
沢
市
を
訪
れ
ま
し
た
。安
心・社
会

づ
く
り
特
別
委
員
会
で
は
、防
災
減
災
な

ど
を
テ
ー
マ
に
審
査
を
重
ね
て
い
ま
す
。

仙
台
市
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
津
波
被

害
に
遭
っ
た
旧
荒
浜
小
学
校
の
校
舎
を

訪
問
し
、日
頃
の
心
が
け
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

世
田
谷
区
で
は
、（
Q
4
）空
き
家
対
策
を

テ
ー
マ
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
学
び

ま
し
た
。金
沢
市
で
は
、２
０
２
５
年
元
日

に
起
き
た
能
登
地
震
で
、液
状
化
し
た
土

地
の
対
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

•
完
成
式
典

バ
ン
ク
と
選
手
宿
舎
兼
ホ
テ
ル
棟
の
完
成

式
が
11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、松
井
一
実

市
長
や
市
議
会
議
員
、自
転
車
団
体
関
係

者
の
皆
様
が
臨
席
し
ま
し
た
。

広
島
競
輪
場
の
再
整
備
事
業
で
は
、観
戦

席
な
ど
の
メ
イ
ン
棟
が
2
0
2
5
年
6
月

に
、バ
ン
ク
、ホ
テ
ル
棟
が
同
年
１１
月
に
、

こ
ど
も
遊
具
と
屋
内
休
憩
所
、駐
車
場
を

備
え
た
エ
リ
ア「
ウ
エ
ス
ト
パ
ー
ク
」が
同

年
１２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
エ
ス
ト
パ
ー
ク
」は
、大
型
遊
具
と
芝

生
広
場
を
備
え
、子
育
て
世
代
を
意
識
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
メ
イ
ン
パ
ー

ク
」（
バ
ン
ク
、選
手
宿
舎
兼
ホ
テ
ル
棟
）の

西
側
に
位
置
し
、大
型
複
合
遊
具
の
ほ
か
、

幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
が
楽
し
め
る「（
Q
5
）

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
」が
あ
り
ま
す
。

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
自
販
機
な
ど
を
備
え
た

屋
内
休
憩
所
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

再
整
備
事
業
は
大
詰
め
を
迎
え
、Ｂ
Ｍ
Ｘ

や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
エ
リ
ア「
ア
ー
バ

ン
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」は
3
月

末
に
完
成
予
定
で
す
。

自
転
車
文
化
の
発
信
拠
点
、そ
し
て
、子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
く
憩
い
の
場
へ
、

広
島
競
輪
場
は
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。2
0
2
7
年
度
に
は
、G
P

（
グ
ラ
ン
プ
リ
）に
次
ぐ
グ
レ
ー
ド
G
Ⅰ

の「
読
売
新
聞
社
杯 

全
日
本
選
抜
競
輪
」

が
開
催
予
定
で
す
。

•
川
内
北
地
区 

「
中
央
防
災
道
路
」

災
害
発
生
時
に
緊
急
車
両
の
通
行
や
避

難
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
る
た
め
、２
０
２

３
年
度
か
ら
川
内
北
地
区（
５
、６
丁
目
）

で
２
本
の
防
災
道
路
の
整
備
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、用
水
路
に
蓋
掛
け
を
し
て
道

路
を
５
〜
６
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
も
の

で
、う
ち
、川
内
６
丁
目
１４
番
地
か
ら
山

陽
道
側
道
を
結
ぶ「
中
央
防
災
道
路
」（
全

長
７
６
０
メ
ー
ト
ル
、幅
員
５
メ
ー
ト
ル
）

で
は
、川
内
５
丁
目
２０
番
地
の
５０
メ
ー
ト

ル
で
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。２
０
２
６

年
度
は
、川
内
５
丁
目
４
、５
番
地
の
５０

メ
ー
ト
ル
の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。残
す
区
間
も
整
備
を
進
め
、防
災
性

の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

•
広
島
市
立
祇
園
小「
消
防
教
室
」

消
防
士
や（
Q
6
）消
防
団
の
仕
事
を
学
ぶ

「
消
防
教
室
」が
11
月
26
日
、広
島
市
立
祇

園
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
3
年
の
児
童
を
対
象
に
し
た
も
の

で
、社
会
科
の「
地
域
を
守
る
仕
事
」の

„
出
前
授
業
“と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
佐
南
消
防
署
祇
園
出
張
所
の
隊
員
や

地
元
の
安
佐
南
消
防
団
祇
園
分
団
員
か

ら
、消
防
車
両
や
ホ
ー
ス
な
ど
の
機
材
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、児
童
全
員

が
放
水
を
体
験
し
ま
し
た
。

目
を
輝
か
さ
せ
て
説
明
を
聞
き
、歓
声
を

上
げ
て
ホ
ー
ス
を
握
る
子
ど
も
た
ち
。こ

の
子
た
ち
が
市
民
の
皆
様
の
安
全・安
心

を
守
る
仕
事
に
少
し
で
も
興
味
感
心
を

抱
い
て
く
れ
た
ら
、こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い

こ
と
は
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

広
島
競
輪
場
再
整
備
事
業

バ
ン
ク
や
芝
生
広
場
な
ど
完
成

防
災
・
減
災

委
員
会
視
察
の
ご
報
告

Q2～Q6は

私は、政策の「５つの柱」を掲げています。市民生活の
向上に欠かせないと思う施策で、一定の成果を出す
ことを約束します。

５つの柱

□ 1. インフラ整備の推進
□ 2. 地域コミュニティ再生・活性化
□ 3. 防災・減災
□ 4. 子育て環境の整備
□ 5. 「カラーバリアフリー」の推進


